



Economic Literacy of High School and University Students m Japan:
A Comparison with American High School Students
Michio Yamaoka
The research group of the Waseda Institute for Economic Education translated the Test of
Economic Literacy, 3rd edition (TEL3) into Japanese, and administered the test in Japan to determine
the present status and problems of economic literacy among Japanese high school and university
students. TEL3 was originally developed by Dr. W. Walstad and Dr. K. Rebeck of Nebraska Umver-
sity, and was administered to 3,288 high school students in the USA in 1999-2000. The test contains
40 questions, of which 14 refer to fundamental economic concepts, 10 to microeconomic concepts, 1 1
to macroeconomic concepts, and 5 to international economic concepts. The Japanese research group
administered TEL3 to 2,631 Japanese senior high school students in the loth-12th grades (16 high
schools), and to 2,877 university students (29 universities, including負ve 2-year colleges) in 2001.
The results are reported here.
The test was designed as a pre-test of economics knowledge for high school students, given that
most of the Japanese students surveyed had not yet studied economics in school. The major Bndings
of the test results are: first, that high school students and university students demonstrated similar
answer patterns, with 6.6% higher scores by university students; second, that both groups of students
demonstrated little understanding in fundamental economic concepts such as scarcity and opportu-
nity cost; and third, that they have relatively good understanding of microeconomics but little
familiarity with international economics. This paper examines these results and summarizes the
present status of economic literacy of Japanese high school and university students as compared to





















































2■機会費用と 卜レ【 ドオフ 4 ,5
3■生産性 6 7
4◆経済 システム 8,9
5●経済制度と経済的誘因 10 ,l l 12
6■交換, 貨幣, 相互依存 14 13
ミクロ経済概念
7◆市場 と価格 18
8●供給 と需要 16, 17,19
9●競争 と市場構造 15,20
10■所得分配 2 1




14●総供給 と総需要 26 2 7
15■失業 28
16●イ ンフレとデフ レ 29 3 0
17●金融政策 3 1,3 2
18■財政政策 33 3 4
国際経済概念
19●比較優位 と貿易障壁 35, 36,3 7
20. 際収支 と外国為替 38 39
2 1■成長と安定の国際的側面 40










ス タ ン ダー ド番 号 と 中 心 的 経 済 概 念 設 問 番 号 合計
1◆ 稀 少 性 ､ 選 択 ､ 生 産 要 素 1, 2 ,4 3
2 - 意 思 決 定 ､ 限 界 分 析 5 , 2 2 2
3 ■ 経 済 シス テ ム と資 源 配 分 の メ カ ニ ズ ム 8 1
4 ● 経 済 的 誘 因 (物 価 ●賃 金 ●利 潤 等 ) 1 0 1
5 ● 交 換 の 自主 性 と貿 易 13 , 3 8 2
6 ● 特 化 と比 較 優 位 6 , 3 5 , 3 6 3
7 ◆ 市 場 と価 格 3 9 1
8 - 需 要 と供 給 16 , 17 , 1 9 3
9 ● 競 争 9 , 1 5 , 2 0 3
1 0 ● 経 済 制 度 ●組 織 l l 1
l l . 貨 幣 と通 貨 供 給 (マ ネ ーサ プ ライ ) 14 , 3 1 2
1 2 ● 金 利 12 1
1 3 一 労 働 市 場 と所 得 18 , 2 1 2
14 一 企 業 家 (起 業 家 ) 精 神 3 1
1 5 ◆ 物 的 〇人 的 投 資 7 1
1 6 ◆ 政 府 の 経 済 的 役 割 2 3 , 2 4 2
1 7 ◆ 政 府 の 失 敗 ､ 圧 力 団体 3 7 1
18 ◆ 産 出高 ●所 得 ●雇 用 ●物 価 水 準 2 5 , 2 6 , 2 7 , 4 0 4
1 9 ■ 失 業 とイ ンフ レ 2 8 , 2 9 , 3 0 3
2 0 ◆ 財 政 政 策 と金 融 政 策 3 2 , 3 3 , 3 4 3

















































設 問 番 号
米 国 の 高 校 生 日本 の 高 校 生 日 本 の 大 学 生
n = 3 ,2 8 8 n = 2 ,6 3 1 n = 2 ,8 7 7
1 5 8 .1 4 7 .7 5 3 一1
2 5 6 .0 2 5 .9 3 7 .2
3 7 9 .4 3 6 .3 4 2 .6
4 5 7 ◆6 2 0 .4 2 9 .1
5 4 6 .0 3 7 .9 4 7 .1
6 5 9 .2 5 6 .6 6 3 .7
7 5 9 .6 6 2 .0 6 3 .3
8 8 0 .3 4 6 .8 6 0 .1
9 5 1 .2 6 6 .9 7 0 .4
1 0 6 4 .1 4 5 .5 5 3 .5
l l 6 5 .8 5 1◆2 5 3 .9
1 2 5 3 .9 4 9 .0 6 0 .7
1 3 6 5 .0 5 1 .8 5 9 .4
1 4 7 5 .2 6 4 .1 6 6 .2
1 5 6 6 .7 6 3 .9 7 5 .9
1 6 6 3 ▼3 7 2 .0 7 6 .3
1 7 7 0 .9 6 8 .1 7 2 .9
1 8 5 8 .1 6 9 .1 7 9 ▼5
1 9 7 2 .8 6 3 .4 6 7 .8
2 0 6 7 .0 6 7 .8 7 6 .0
2 1 6 1 .1 4 8 .8 5 8 .0
2 2 5 2 .4 3 2 .6 4 3 .2
2 3 4 5 .3 2 7 .1 3 2 .5
2 4 5 7 .1 7 3 .6 7 7 .7
2 5 5 3 .8 3 3 .5 4 3 .4
2 6 5 7 .9 3 8 .9 3 9 .6
2 7 7 0 .3 5 5 .2 6 5 .2
2 8 6 3 .7 5 8 .1 7 0 .7
2 9 6 2 .8 6 7 .2 7 4 .7
3 0 6 3 .4 6 6 .4 7 1 .1
3 1 4 1 .6 5 1 .0 5 8 .9
3 2 3 5 .1 3 2 ◆2 3 1 .8
3 3 6 5 .1 6 3 ◆3 7 0 .4
3 4 6 4 .1 6 4 .5 7 2 .6
3 5 6 7 .5 4 2 .8 4 5 .0
3 6 5 3 .9 3 4 .1 3 8 .2
3 7 5 7 .7 4 1 .9 4 7 .3
3 8 5 6 .1 6 6 .1 7 2 .4
3 9 4 0 .9 6 1 .2 6 0 .8
4 0 5 1 .0 6 0 .9 6 5 .9











を示していた｡各サンプル別では,米国の高校生は, 30%台と80台が各1問, 40%台が4問, 50%台
が16問, 60%台が13問, 70%台が5問である｡それに対して日本の高校生は, 20%台が3問, 30%
台と40%台が各7問, 50%台が6問, 60%台が15問, 70%台が2問といったように,分布の裾野は広
いが, 60%台で急降下する形態である｡また,日本の大学生の得点分布は,日本の高校生と似ているが,
一番得点が多いのは,最高値である70%台であるので,上り坂を登って行く形態である｡具体的には,
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問 題 分 野 問 題 番 号
知 識 理 解 応 用
米 国 日 本 日 本 米 国 日 本 日 本 米 国 日 本 日 本
高 校 生 高 校 生 大 学 生 高 校 生 高 校 生 大 学 生 高 校 生 高 校 生 大 学 生
基 礎 的





































































































































































問 題 数 4 0 6 6 6 12 1 2 12 2 2 2 2 2 2






サ ン プ ル セ ッ ト
認 知 論 的分 類 平 均
正 答 率知 識 理 解 応 用
米 国 の 高 校 生 6 5▲0 6 5 .6 5 6◆4 6 2 .2
日本 の 高 校 生 4 8 .4 4 9 .2 4 4 .2 4 7 .3
日本 の 大 学 生 5 3 .7 5 6 .2 5 1 .9 5 4 .3
3.マクロ経済概念
サ ンプ ル セ ッ ト
認 知 論 的分 類 平 均
正 答 率知 識 王賢解 応 用
米 国 の 高 校 生 6 0 .6 5 7 .5 5 4 .9 5 7 .2
日本 の 高 校 生 5 4 .7 5 2 .6 5 3 .9 5 3 .7
日本 の大 学 生 6 2 .8 5 8 .7 5 9 .9 6 0 .4
5.全体
サ ンプ ル セ ッ ト
認 知 諭 的 分 類
平 均
正 答 率知 識 埋 輯 応 用
米 国 の高 校 生 6 1.3 6 1 .5 5 8 .4 5 9 .6
日本 の高 校 生 5 4 .5 4 8 .2 5 3 .7 5 2 ▲1
日本 の大 学 生 6 1.4 5 5 .0 6 0 .0 5 8 .7
(単位: %)
サ ンプル セ ッ ト
認知論 的分類 平 均
正答率知識 理 解 応用
米 国 の高校生 × 53 .2 6 5 .3 6 1.5
日本の高校生 × 38.0 6 3 .8 5 8 .6
日本の大学生 × 45.3 7 1 .2 6 6 .0
4.国際経済概念
サ ンプルセ ッ ト
認知論 的分類 平 均
正 答率知識 理 解 応用
米 国の高校生 5 6▲1 × 5 5 .0 5 5 .2
日本の高校生 6 6 .1 × 4 5 ▼0 4 9 .2
























































1 2 3 4
1
米 国 の 高 校 生 2 8 .0 5 8 .1 9 ■8 4 ■1
日本 の 高 校 生 1 6 .2 -17 .7 2 6 .7 9■3
日本 の 大 学 生 1 6 .4 / 5 蓮◆i 2 4 .4 5 ▲8
2
米 国 の 高 校 生 l l .2 8 ●4 ∴ 5 6 .0 2 4 .2
E3本 の 高 校 生 1 6 .5 13 .3 2 5 .9 4 4 .2
日本 の 大 学 生 1 3 .8 8 ■2 ､ 3 7 ◆2 4 0.6
3
米 !tM 高 5 ー9 7 9 ■4 10 .6 -1.1
El本 の 高 校 生 1 3 .0 /､ 3 6 .3 ､ 3 1.9 1 8.7
E3本 の 大 学 生 1 3 ◆4 4 2 ◆8 2 5 .1 1 8.a
4
米 国 の高 校 生 1 2 ▲0 9 ■6 2 0 .7 5 7 .6
日本 の 高 校 生 2 8 .2 2 4 .7 2 6 .1 ､ 2 0.4
日本 の 大 学 生 2 4 ◆6 2 0 .5 2 4 .7 2 9.1
5
米 国 の高 校 生 1 3 .7 4 6 ◆0 19 ▲2 2 0.8
日本 の 高 校 生 2 0 .3 3 7 ◆9 2 1.7 1 9.8
日本 の 大 学 生 2 0 .1 ､ 4 7 .1 17 .1 1 5.0
6
米 国 の高 校 生 1 3 .0 14 ▲7 5 9 .2 1 3一l
日本 の高 校 生 1 5 .0 10 .9 5 6 t 1 7.3
日本 の大 学 生 l l.0 S .2 6 3 .7 1 6.6
7
米 国 の 高 校 生 19 .5 l l.7 8 ■9 5 9.6
日本 の高 校 生 1 4 .6 12 .6 10 .6 6 2◆り
日本 の大 学 生 14 .6 9 ●9 12 .0 6 3◆3
8
米 国 の高 校 生 4 ■2 l l .0 8 0 .3 4■4
日本 の高 校 生 1 0 .1 2 6 .8 L16 ､8 1 6 .1
目す 1^ V ;"-斗 5 ■7 2 2 .2 6 0 .1 l l.7
9
米 国 の高 校 生 5 1.2 0 .0 3 .6 2 5 .1
日本 の高 校 生 6 6 .9 9 ■2 18 .5 5●2
日本 の大 学 生 7 0 .痩 5 ●5 19 .5 4●0
10
米 国 の高 校 生 6 4 .1㌔ 9 ■1 15 .9 1 0.8
日本 の高 校 生 4 5 息 9 .8 19 .4 2 5 .0
日本 の大 学 生 5 3 .5 S .li 15 .1 2 2 .5
l l
米 国 の高 校 生 6 ■4 15 .4 6 5 ◆8 12 .-I
日本 の高 校 生 1 4 .1 18 .3 5 1●望 1 6 .0
日本 の大 学 生 13 .9 18 .8 S 3 .9 1 3 .0
12
米 国 の 高校 生 12 .7 6 ,6 2 6 .6 5 3◆9
日本 の高 校 生 - ト- 14 A 2 5 .4 4 9 ◆O
日本 の大 学 生 7 ●4 13 .5 18 .2 6 0.7
13
米 国 の高 校 生 ､ 8 5 カ ､ 2 7 .5 3 ■8 3 ■7
日本 の高 校 生 5 1 .8 4 2 .4 3 ●0 2 -5
i.l !>̂ 十 字 牛 5 9 .-1 3 6 .5 2 ■0 l .S
14
米 国 の高 校 生 7 ,2 l l.3 6 ■1 7 5◆2
日本 の高 校 生 10 .3 2 2 .1 3 ■0 15-1.1
E I本 の大 学 生 7 ■2 2 4 .5 1ー9 til).2
1 5
米 際 の高 校 生 3 ,0 6 ■3 6 6 一7 2 3 .7
日本 の高 校 生 4 .4 l l ,1 153 .9 9 .9
日本 の大 学 生 2 一5 8 .4 ､ 7 5 ◆9 1 3 .0
1 6
米 箆 の 高校 生 13 .7 6 3 .3 9 ●8 1 3 .1
日本 の 高校 生 13 .1 7 2 ◆0 7 .1 7 ■5
日本 の大 学 生 12 .8 7 6 .5 ､ 5 .4 5 ●3
1 7
米 Id , 高 ､ 7 0 ◆9 13 .6 8 ▲9 6 3̀
日本 の 高校 生 6 8 ◆1 ､ 16 .9 S .I 6 ●6
日本 の大 学 生 7 乏ー9 14 .1 6 ●9 5 ●8
1 8
米 国 の 高 校生 4 ■3 29 .1 8 ▼5 5 8 .1
日本 の 高校 生 2 .8 24 .0 3 ●8 6 9 .1
日本 の大 学 生 2 ●3 1 6 .2 1●8 + 7 9 .5
19
米 国 の 高校 生 7 2 .8 10 .1 5 一3 ll .4
日本 の 高校 生 6 3 ◆4 ､ 1 2 .3 10 .5 1 3 .5
日本 の大 学 生 6 7 .8 8 ●6 8 ●8 1 4 .5
2 1)
米 国 の 高校 生 7 ▼9 1 0 .7 14 . 6 7 ､0
日本 の 高校 生 s .- 9 .4 14 .3 6 7 ▲8




サ ン プ ル
セ ッ ト
解 答 番 号
1 2 3 4
2 1
米 国 高 校 生 1 3 .8 6 1 .1 l l.3 13 .7
日 本 高 校 生 2 9 .3 // 遠島▲8 : 14 ◆4 7 .0
E3 本 大 学 生 2 3 ▼9 5 8 ◆0 l l.2 6 ●5
2 2
米 国 高 校 生 6 ●1 12 .3 ∴ 52 ◆4 2 9 .0
日 本 高 校 生 1 7 .9 12 .1 3 2 .6 3 7 ▲0
日 本 大 学 生 1 3 .7 12 .2 蝣13 .2 3 0 ◆3
2 3
栄 国 高 校 生 3 3 .7 13 .5 蝣15.3 7 ●5
日 本 高 校 生 3 0 .6 3 2 ▲3 2 7 二1 ､八 9 4̀
日 本 大 学 生 3 0 .4 2 9 .2 3 2 ,5 7 -2
2 4
米 国 高 校 生 9 ■2 5 7 .1 2 5.2 S .-l
日 本 高 校 生 4 ▲8 7 3 . 14 ◆0 7 .1
日 本 大 学 生 3 ■2 7 7 .7 12 .7 5 ■9
2 5
米 国 高 校 生 1 6 .0 12 .2 17 .8 5 3一8
ir iv高 18 .2 2 1.3 2 6 .5 ､3 3二5 ㌔
日 本 大 学 生 1 3 .0 2 1.8 2 1.5 -13 .-1
2 6
米 撰 高 校 生 5 7◆9 15 .1 14 .5 1 2 .4
日 本 高 校 生 3 8 .9 2 2 .8 l l.2 2 6 .6
日 本 大 学 生 3 9.6 ㌔ 2 5 .3 9 ▲9 2 4 .6
2 7
米 国 高 校 生 7 0.3 10 .7 13 .0 6 .0
日 本 高 校 生 5 5.2 15 .9 19 .2 9 ●2
日 本 大 学 生 6 5◆2 13 .7 13 .2 7 ■3
2 8
米 国 高 校 生 1 3 .4 6 3 ◆? 1.7 l l .
日 本 高 校 生 8 .0 ､5 8 .1 13 ◆0 2 0 .3
日 本 大 学 生 4 ■2 T r)◆7 8 ■5 1 6 ▲3
2 9
米 国 高 校 生 1 5 .9 l l.9 6 2 ◆8 9.4
日 本 高 校 生 1 5 .9 9 ●8 6 7 .2 ri .3
日 本 大 学 生 .9 6 ■8 7 1.7 6 ■3
3 0
米 国 高 校 生 9 ■0 K 3 .-I 15 .4 1 2 .1
日 本 高 校 生 9 -8 6 6 .4 12 .5 1 0 .9
日 本 大 学 生 8 .1) 7 1.1 10 .9 9 ▲5
3 1
米 国 高 校 生 1 7 .7 18 .2 2 2 ー4 �"11 .6
日 本 高 校 生 1 4 .1 12 .0 2 2 .4 s i .n
日 本 大 学 生 9 ▲9 ー1､1 19 .5 5 8◆9
3 2
≠ 日 高 f ^ 'i- 1 8 .6 2 8 .2 3 5 ◆l 1 8 .0
日 本 高 校 生 1 2 ▲1 4 1.2 ､ 3 2 .2 1 3 .9
日 本 大 学 生 9 ■4 4 1.6 3 1.8 1 6 .0
3 3
米 国 高 校 生 6 5◆ま 15 .6 1 1◆7 7 ■5
日 本 高 校 生 6 3◆3 16 .7 10 ▲9 8 ■6
日 本 大 学 生 7 0.竣 ′ !5 .3 7 ●7 5,9
3 4
米 国 高 校 生 1 8 .8 10 .3 6 ◆7 6 4◆1
日 本 高 校 生 1 3 .8 13 .5 7 ■4 6 4◆5
E3 本 大 学 生 1 0 .9 10 .5 4 ■8 7 2.6
3 5
米 国 高 校 生 9 】3 6 7 ■5 12 】1 l l .0
日 本 高 校 生 1 3 .0 4 2 .8 ′ 19 .6 2 3 .7
日 本 大 学 生 1 2 .6 4 5 ◆O 19 .7 2 1 .7
3 6
米 国 高 校 生 5 3 .9 2 1ー7 0.8 13 .6
日 本 高 ti l - 3 4.1 3 5 .8 7■6 2 1 .6
日 本 大 学 生 3 8 .2 3 4 .8 7■1 1 8 .5
3 7
米 国 高 校 生 15 .6 10 .2 5 7 .7 1 6 A
日 本 高 校 生 1 7 .0 14 .3 4 1◆9 : 2 6 .0
日 本 大 学 生 1 4 .8 l l.3 4 7 .3 2 5 .2
3 8
米 Eg 高 校 生 1 0 .4 0 1).i + 2 2.2 l l .2
日 本 高 校 生 8 .0 6 6 .1 1 9.4 5 ●7
日 本 大 学 生 5 `1 7 2 .4 ､ 1 6`8 4 ■3
3 9
米 Eg 高 校 生 3 0 事0 4 0 .9 1 7.2 ll .7
日 本 高 校 生 l l.5 6 1ー2 ､ 1 -1.-I 12 .4
日 本 大 学 生 l l.3 fi O .S 1 7▲8 8 ▲9
4 0
米 韓 高 校 生 17 .6 17 .4 5 1◆O 13 .7
日 本 高 校 生 10 .7 17 .4 6 0.9 10 .0






































































2. TestofEconomicLiteracy, Third Edition, Examiner's Manual (『経済リテラシーテスト･教師用指導書(第






































































































































































所 得額 税率 (% )
3 3 0 万 円以 下 10
3 3 0 万 円超 90 0 万 円以下 2 0
9 0 0 万 円超 1,8 0 0 万 円以下 3 0
1β0 0 万円超 3,0 0 0 万 円以下 4 0
3 ,0 0 0 万 円超 50
①均一税
*②累進課税
(診比例税
④付加価値税
25.国内総生産(GDP)とは,次の何を測るものか｡
①販売される財･サービスの価格水準
②Eg ･地方自治体の総支出
③民間企業によって生産される財･サービスの数量
*④ある国における財･サービスの最終生産物の市場価値
-166-
日本の高校生と大学生の経済リテラシー
26.ある国の経済で可能な年間最大の産出量を決めるのは,
*①労働･資本･天然資源の質と量
②最終財･サ-ビスに対する企業の需要
③政府の規制と支出
④流通している貨幣量
27.ある国の経済において,通常,総支出を減らす原因になりうるのは,
*①消費者の所得の減少
②個人所得税率の削減
③まもなく物価が上昇するという予想
(彰新たな工場や設備に対する投資の増加
28.ある質の経済で,失業率を低下させる主な要観は,
①人口の増加
*②経済成長の進展
(卦消費者の所得の減少
Ln.il葉持賢し加it 'J>
29.インフレーションとは,一定の期間継続して,
①金利が上昇すること
②生活水準が上昇すること
*③全般的な物価水準が上昇すること
④実質国内総生産が上昇すること
30.もしあなたの年収が50%増加する一方で,あなたが購入する財･サービスの価格が100%上昇すると,あな
tl<D
(》実質所得は増加する｡
*②実質所得は減少する｡
(卦名目所得は減少する｡
④実質所得に影響はない｡
31.市中銀行が企業や消費者への貸付けを増やしたときに,通常起こるのは,
①消費者や企業の購買力低下
②経済に対する政府の規制強化
③銀行の支払準備金の過度の増加
-167-
山岡道tj
*④マネーサプライ(通貨供給量)の増加
32.日本銀行による金融政策のうちで,総需要の増加につながると患われるのは,
①所得税率の引上げ
(卦公定歩合の引上げ
*③公開市場での公債(国債)の買上げ
④市中銀行の支払準備率の引上げ
33.政府の財政赤字が発生するのは,
*(∋政府支出が税収より多いとき
②政府支出が増加するとき
③国の債務が減少するとき
④減税が行われるとき
34.政府が減税をする理由の1つは,
(》インフレ率を減速させるため
②金利の急上昇を抑えるため
(卦工場や設備への企業投資を減らすため
*(多消費支出を増やし,景気を刺激するため
35.国家間の特化と分業が進んで,国際貿易が拡大すると,おそらく,
(D世界的に失業水準が高くなる｡
*②財･サービスの世界全体の生産高が増加する｡
③世界の貧しい国々の生活水準が低下する｡
④各国間の生活水準の格差がなくなる｡
36.自動車生産において,イギリスがフランスに対して比較優位を持っているとすると,
*①イギリスにおける自動車生産の機会費用は,フランスよりも低い｡
②イギリスにおける自動車生産の機会費用は,フランスよりも高い｡
③英仏間での自動車の特化と貿易からは,なんの利益も生まれない｡
④英仏間での自動車の特化と貿易から,イギリスだけが利益を得る｡
37.関税に関する記述で正しいのは,次のどれか｡
(∋関税は輸出品の市場を拡大する｡
②関税は保護産業の雇用を減らす｡
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*③関税はある集団に利益をもたらす一方で,他の集団を犠牲にする｡
④関税はその国の最優良産業の成長を促す｡
38.ある質の貿易収支が赤字となるのは,その国の
①金準備額が貿易相手国より少ないとき
*②財の輸入額が輸出額より大きいとき
③財の輸出額が輸入額より大きいとき
④政府支出額が税収額より少ないとき
39.円とドルの外国為替相場が, 1ドル-180円から1ドル-160円に変化した｡この変動によって,
①日本人にとってアメリカの財がより高価になる｡
*②アメリカ人にとって日本の財がより高価になる｡
③アメリカが日本から輸入する量が増える｡
④日本がアメリカから輸入する量が減る｡
40,長期にわたって, l匡Ⅰの生活水準を測るのに最適な指標は,
(ヨインフレ率
(参失業率
*③1人当たり実質所得
④1人当たり貨幣所得
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資料2: 『経済リテラーシーテスト』のアンケート項目
学校名　　　　　　　　　　　学部　　　　　学科　　　年　　　組　　　　　　番
氏名
*テストを始める前に,この用紙に記入して下さい｡次の項目のうち,最もあてはまるものを1つ
選び,番号をぬりつぶして下さい｡
1.性別　　　　　①　男　　②　女　　　　　　例)�"　�"　�"　　⑳　男　　②　女
2.全員に｡学年その他(1つ選択)　　　　例) ①高校1年　⑳高校2年　③高校3年
高　　校　①高校1年　(卦高校2年　　③高校3年
短　　大　④短大1年　　⑤短大2年　　⑥短大3年以上
大　　学　⑦大学1年　　⑧大学2年　(参大学3年　　⑨大学4年　　⑲大学5年以上
社会人　⑪社会人20才代　　⑫社会人30才代　　⑬社会人40才代
⑭社会人50才代　　⑮社会人60才代以上
専門学校　⑬　　その他　⑰
3.地域　　　①北海道　②東北(卦関東　④中部　⑤近畿　⑥中国四国　⑦九州沖縄
4.高校生のみ
A　課程(1つ選択)
①普通科　②農業科　③工業科　④商業科　⑤家政科　⑥総合学科　⑦その他
B　このテストを受けている科目(1つ選択)
①現代社会　　②政治･経済　　③家庭科科目　　④商業科科目　　⑤その他
C　高校の公民科の現代社会,政治･経済で｢経済｣を学習しましたか｡ (1つ選択)
①学習した　　②現在学習している　　③まだ学習していない
D　高校の家庭科で｢家庭経済｣の単元を学習しましたか. (1つ選択)
①学習した　　②現在学習している　　③まだ学習していない
5.大学生･短大生のみ
A　あなたの学部･学科は次のどの系統ですか｡ (最もあてはまる1つ選択｡わからないときは,
担当の先生の指示に従って下さい)
①経済学系　　②経営･商業学系　　③法学系　　④政治学系　　⑤社会科学系
⑥人文科学系　⑦教育学系　　⑧国際学系　　⑨家政学･生活科学系
⑩秘書科系　　⑪理工学｡自然科学系　　　　　⑫その他
B　高校のときに｢経済｣の学習をした記憶がありますか｡
①ある　　②少しある　　③ない
C　現在の学校で経済学関係の科目を学習しましたか｡ (経済学,経済学原論,ミクロ･マクロ
経済学など1つ以上)
①学習済みである　　②学習中である　　③まだ学習していない
6.社会人の方のみ｡現在,職業(パート含む)をお持ちですか｡　　　①ある　　②ない
7.全員に｡
A　経済に関心がありますか｡ (1つ選択)
①とてもある　②少しある　③あまりない　④まったくない
B　経済の学習は,現在及び将来役に立っと思いますか｡ (1つ選択)
①強く思う　②どちらかというと思う　③どちらかというと思わない　④思わない
C　経済についての情報はどこで入手することが多いですか(いくつでも選択可)
①テレビ　②新聞･雑誌　③学校の授業　④観　⑤知人･友人　⑥ラジオ
⑦経済に関する本　⑧インターネット　⑨その他
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